
様式１ 

平成 31 年度 新規採択時評価の実施状況 

 
 （砂防課） 

 

事業名 箇所・地区名等 所在市町 
事業費 

（百万円） 
費用対効果 備考 

急傾斜地崩壊対策

事業 
押切 三島市 160 3.45  

急傾斜地崩壊対策

事業 
間門峰山 富士市 240 3.79  

急傾斜地崩壊対策

事業 
四方沢 静岡市 170 2.7  

急傾斜地崩壊対策

事業 
長仙ヶ谷 静岡市 80 13.8  

急傾斜地崩壊対策

事業 
大久保安井谷 磐田市 95 2.31  

砂防事業 八津奥沢北沢 静岡市 200   

砂防事業 外神沢 藤枝市 180 78.73  

砂防事業 洞川 伊豆市 290 9.41  

砂防事業 大洞川 沼津市 290 46.47  

砂防事業 西上神沢 浜松市 230 3.45  

砂防事業 志んど川 南伊豆町 230 12.96  

 



様式２ 

平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （砂防課）    

事業名 砂防事業 

河川･路線･施設名等 八津奥沢北沢 所在市町 静岡市 

事業費        200 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ36 

事業概要、目的 

 八津奥沢北沢は、静岡市葵区の中部に位置し、保全対象として人家８８戸および、県

道山脇大谷線を含む土石流危険渓流である。八津奥沢北沢上流では、小規模山腹崩壊が

たびたび発生しており、渓床には不安定土砂が厚く堆積、土石流による甚大な被害が懸

念される。このため、砂防堰堤を整備し、土砂災害を未然に防止したい。 

費用対効果(B/C)  総費用  総便益  基準年  

費用対効果分析の手法   

「砂防事業の費用便益分析マニュアル（案）」による。 

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 88 戸に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し災害発生の危険性が高い。 
 

 

事業概要図 
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平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （砂防課）    

事業名 砂防事業 

河川･路線･施設名等 外神沢 所在市町 藤枝市 

事業費        180 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ34 

事業概要、目的 

 外神沢は、藤枝市の東部に位置し、保全対象として人家 95 戸および県道焼津岡部線を

含む土石流危険渓流である。外神沢上流では、渓床に不安定土砂が厚く堆積、土石流に

よる甚大な被害が懸念される。このため、砂防堰堤を整備し、土砂災害を未然に防止し

たい。 

費用対効果(B/C) 35.14 総費用 120 総便益 4,217 基準年 H30 

費用対効果分析の手法   

「砂防事業の費用便益分析マニュアル（案）」による。 

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 95 戸に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し土砂災害発生の危険性が高い。 
 

 

事業概要図 
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平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （砂防課）    

事業名 砂防事業 

河川･路線･施設名等 洞川 所在市町 伊豆市 

事業費        180 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ35 

事業概要、目的 

 洞川は、伊豆市の西部に位置し、保全対象として国道 136 号（第 1 次緊急輸送路）、人

家 34 戸、社会福祉施設「駿豆学園」を含む土石流危険渓流である。そのため、土砂流が

発生した場合、大規模な人的被害や物的被害が想定される。このため、砂防堰堤を整備

し、土砂災害を未然に防止したい。 

費用対効果(B/C) 9.41 総費用 301 総便益 2,832 基準年 H30 

費用対効果分析の手法   

「砂防事業の費用便益分析マニュアル（案）」による。 

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 34 戸に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し土砂災害発生の危険性が高い。 
 

 

事業概要図 
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平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （砂防課）    

事業名 砂防事業 

河川･路線･施設名等 大洞川 所在市町 沼津市 

事業費        290 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ35 

事業概要、目的 

 大洞川は、沼津市の南部に位置し、保全対象として人家 29 戸および緊急輸送路主要地

方道沼津土肥線を含む土石流危険渓流である。大洞川上流では不安定土砂が厚く堆積し

ており、土石流による甚大な被害が懸念される。このため、砂防堰堤を整備し、土砂災

害を未然に防止したい。 

費用対効果(B/C) 46.47 総費用 135 総便益 6,274 基準年 H30 

費用対効果分析の手法   

「砂防事業の費用便益分析マニュアル（案）」による。 

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 58 戸に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し土砂災害発生の危険性が高い。 
 

 

事業概要図 
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平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （砂防課）    

事業名 砂防事業 

河川･路線･施設名等 西上神沢 所在市町 浜松市 

事業費        230 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ35 

事業概要、目的 

 西上神沢は、浜松市天竜区の西部に位置し、保全対象として人家 9 戸、熊駐在所及び

県道天竜東栄線を含む土石流危険渓流である。渓岸浸食により渓床には不安定土砂が厚

く堆積しており、土石流による甚大な被害が懸念される。このため、砂防堰堤を整備し、

土砂災害を未然に防止したい。 

費用対効果(B/C) 3.45 総費用 375 総便益 1,294 基準年 H30 

費用対効果分析の手法   

「砂防事業の費用便益分析マニュアル（案）」による。 

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 9 戸に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し土砂災害発生の危険性が高い。 
 

 

事業概要図 
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平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （砂防課）    

事業名 砂防事業 

河川･路線･施設名等 志んど沢 所在市町 賀茂郡南伊豆町 

事業費        230 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ35 

事業概要、目的 

 志んど沢は、賀茂郡南伊豆町の東部に位置し、保全対象として人家 42 戸、(国)136 号

及び町道青市区内１号線、町道折尾根線等を含む土石流危険渓流である。 

志んど沢上流では、渓床に不安定土砂が厚く堆積しており、土石流による甚大な被害

が懸念される。このため、砂防堰堤を整備し、土砂災害を未然に防止したい。 

費用対効果(B/C) 12.96 総費用 204 総便益 2,644 基準年 H30 

費用対効果分析の手法   

「砂防事業の費用便益分析マニュアル（案）」による。 

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 9 戸に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し土砂災害発生の危険性が高い。 
 

事業概要図 
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平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （ 砂防課）    

事業名 急傾斜地崩壊対策事業 

河川･路線･施設名等 押切 所在市町 三島市 

事業費        160 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ35 

事業概要、目的 

 押切地区は、三島市の中心部に位置し、保全対象として人家３２戸を含む急傾斜地で

ある。 

 集中豪雨等により斜面崩壊が発生した場合には、住民等の生命または身体に危害が生

じるおそれがあるため、平成３１年度より事業着手し、防止施設の整備を進めていく。 

費用対効果(B/C) 3.45 総費用 119 総便益 410 基準年 Ｈ30 

費用対効果分析の手法   

「急傾斜地崩壊対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」（平成 11 年 8 月）による。

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 32 戸に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し、災害発生の危険性が高い。 
 

 

事業概要図 
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平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （ 砂防課）    

事業名 急傾斜地崩壊対策事業 

河川･路線･施設名等 間門峯山 所在市町 富士市 

事業費        240 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ35 

事業概要、目的 

 間門峯山地区は、富士市の北部に位置し、保全対象として人家２３戸を含む急傾斜地

である。 

 集中豪雨等により斜面崩壊が発生した場合には、住民等の生命または身体に危害が生

じるおそれがあるため、平成３１年度より事業着手し、防止施設の整備を進めていく。 

費用対効果(B/C) 3.79 総費用 220 総便益 833 基準年 Ｈ30 

費用対効果分析の手法   

「急傾斜地崩壊対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」（平成 11 年 8 月）による。

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 23 戸に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し、災害発生の危険性が高い。 
 

 

事業概要図 
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12 4. 6 1 12 5. 6 1

128 .3 3

12 7. 6 1

1 29 .16

12 6.0 0

1 28. 40 130 .5 2

1 23 . 51

13 2. 82

131 .9 3

13 2. 9 9

14 1. 65
1 46. 50

1 56 .87

163 .8 7

15 9.6 1

1 56 .57

149 .4 7

1 46 .13

14 2. 51

1 37 .74

14 3. 64

1 49. 87

1 58. 62

16 5. 72

1 40 .99

14 3. 78

14 7. 80

1 52 . 22
1 47. 11

15 4.2 6

159 .7 3

1 59 .38

1 59 . 51

1 59 .48

1 62 . 41

16 6.8 5

1 63. 71 1 51 .45

12 2. 91

123 .4 4

12 3.7 7

12 3. 11

12 3. 2 2

1 22 .88

122 .7 5

122 .9 3

1 24. 11

14 7. 51

141 .4 2

137 .1 1

1 36. 18

13 9.0 5

14 5. 09

1 48 .68

1 51 .88

1 30 .10

1 28 .79

13 6.0 4

137 .9 0 14 1.4 4

14 3. 31

14 9.2 2

14 6.8 2

1 53. 24

156 .9 0

13 9.1 8

137 .0 3

14 2.4 4

14 3.1 6

14 7.2 3

1 49 .55

16 0.0 4

15 4. 74
15 2. 74

1 60 .35

15 6. 04

14 6.4 4

15 2. 90

1 54. 18

14 4.2 5

160 .9 5 1 60. 37

1 61. 49

15 6. 18

15 2. 10

1 46 .21

1 42. 53 14 1.9 2

14 7. 28

14 9.8 7

15 1. 2 2

15 3. 92

155 .88

15 9. 5 7

1 63. 76

141 .7 9

1 46. 80

15 1. 62

15 8.0 9

163 .7 9

16 7.5 6

168 .7 4

14 4. 6 4

1 42. 56

15 3. 33

1 65. 71

1 39. 32

16 3. 4 9

16 4. 32

16 8. 3 4

168 .9 5

1 46. 66

161 .8 9

15 7. 15

1 43. 52

123 .1 3

12 3.0 6

123 .1 5

17 0

170

17

170

緑化積工

山本

山本

青木

山本

山本

窪田

山本

山本

山本自動車工業

山本

山本

山本

山本

原
山本 山本

山本

山本

（山本産業(株)）

（ 倉 庫 ）

森岡

軽 鉄２

山本

浅原

秋山

山本
木 １

窪田

秋山
木 ２

木 ２

13 0

135

140

140

145

145

150

150

135

130

13 0

1 40

14 0
145

145
150

15 0
155

15 5 1 60

16 0

13 5

1 35

13 5

1 40

1 45

15 0

15
5

1 55

16
0

16 0

16
5

1 65

13 0

13 5

160

1 65

15
5

1 50

145

14 0

IP1

IP3

IP5

IP10

IP13

A(B.P)

B(IP2)

C(IP4)

D(IP6)

E(IP7)

F(IP8)

G(IP9)

H(IP11)

I(IP12)
J(IP14)

K(E.P)

12 4. 44
12 5.6 6 1 29. 43

13 8. 7 1 13 8. 5 1

122 .4 8
12 2. 95

1 22. 15

12 1. 95

122 .2 0

1 22. 73

122 .6 3

122 .9 9

1 24. 16

1 23 .44

12 5. 63

12 3. 12

1 23. 40

12 3. 01

12 3. 08

1 25. 29

1 25. 94

13 0. 04

12 3. 41

1 23. 46

12 3.2 2

12 5. 60

1 27 .02

12 3.3 7

1 23. 27

123 .2 5

13 1. 41

12 8. 29

13 3.7 0

13 6. 38

12 6. 7 1 12 7. 40
1 25. 58

1 26. 19

12 6.7 3

12 7.9 8 1 28 .09

12 1. 73

121 .9 5

12 2. 80

1 22 .84

12 4. 94

1 24. 70

12 2. 84

1 24. 02

1 25. 10

1 27. 47

12 9. 57

1 30. 05

1 40 .13

138 .2 0

13 2. 59133 .3 1

13 2.6 2

13 1. 7 7

1 31 .23

12 7. 62

12 8.2 5

13 0. 52

13 4.3 4

126 . 21

1 28. 01

1 26 .42

1 27. 44
128 .5 6 129 .2 6

1 28 .95

12 7.3 1

1 31. 65

13 2.3 5

1 29 .12
129 .9 1

1 30 .23

13 0. 67

131 .1 7

12 7. 32

134 .0 7

13 2. 3 2

13 0. 8 5

Gr

122 .9 4

12 2. 12

12 1. 92

1 21. 88

122 .6 5

1 22 .32

1 22. 36

12 0.6 8

122 .4 2

121 . 61

121 .40

12 0. 82

12 2.2 3

12 2. 29

1 21 .72

11 9. 36

1 20. 31

1 20. 71

120 .9 4

121 .1 8

12 1.0 8

12 1. 00

123 .1 4

12 1. 62

1 19 .22

11 8. 96

1 20. 49

120 .69

12 1.6 1

1 20. 68

12 1.3 0

12 1. 19

120 .9 5

1 23. 86

124 .5 5

125 .0 6

124 .5 4

1 24 . 00

12 2.9 8

1 24 .44
1 25. 18

12 5. 47

124 .6 0

1 24. 49

123 .97

1 26 .05

12 5. 94

12 6.8 5

127 . 01

A s

1 26. 84

126 .9 3

126 . 31

普
通
河
川
 
東
沢

1 30. 04

13 4.4 0

1 34. 23

1 30 . 11

1 28. 14

1 30 .09

1 32. 86

136 .0 0

1 30. 81

1 33. 50
13 4.9 6

14 0. 73

14 0.9 0

13 3. 59

13 7.1 1
136 .1 2

1 21 .92

122 .7 5

1 20. 12

1 19 .76

121 .0 7

12 0. 75

12 1. 23

1 21 .05

121 .6 2

12 5.0 6

125 .5 8

12 5. 73

12 7. 52

12 8. 18
1 28 .66

1 26. 31

1 26. 71

12 8.7 5

1 27 .44
127 .2 8

12 9. 1 1

重力式擁壁工(H =4 .0～5.0 m)

L= 33 . 3 m

落石防護柵工(H=2.0 m)
重力式擁壁工(H=5. 0m)

重力式擁壁工(H =4 .0m) 重力式擁壁工(H=4.0～5.0m)

L =2 8 .5 m

L =4 8. 9m L =3 6 . 9 m

落石防護柵工(H=2. 0m)

落石防護柵工(H =2 .0m) 落石防護柵工(H =2 . 0m)
重力式擁壁工(H=5. 0m)

L =7 5 .2 m

落石防護柵工(H=2. 0m)

重力式擁壁工(H =4 .0～5.0m)

L =2 9 .8 m

落石防護柵工(H =2 .0m)
重力式擁壁工(H=4. 0m)

L= 1 01 . 9 m

落石防護柵工(H=2. 0m)
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静岡県 間門地区
 



様式２ 

平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （ 砂防課）    

事業名 急傾斜地崩壊対策事業 

河川･路線･施設名等 四方沢 所在市町 静岡市 

事業費        170 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ35 

事業概要、目的 

 四方沢地区は、静岡市清水区の東部に位置し、保全対象として人家１６戸を含む急傾

斜地である。 

 集中豪雨等により斜面崩壊が発生した場合には、住民等の生命または身体に危害が生

じるおそれがあるため、平成３１年度より事業着手し、防止施設の整備を進めていく。 

費用対効果(B/C) 2.7 総費用 159 総便益 430 基準年 Ｈ30 

費用対効果分析の手法   

「急傾斜地崩壊対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」（平成 11 年 8 月）による。

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 16 戸に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し、災害発生の危険性が高い。 
 

 

事業概要図 

 
 

 

 



様式２ 

平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （ 砂防課）    

事業名 急傾斜地崩壊対策事業 

河川･路線･施設名等 大久保安井谷 所在市町 磐田市 

事業費         95 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ33 

事業概要、目的 

 大久保安井谷地区は、磐田市の北部に位置し、保全対象として人家１２戸を含む急傾

斜地である。 

 集中豪雨等により斜面崩壊が発生した場合には、住民等の生命または身体に危害が生

じるおそれがあるため、平成３１年度より事業着手し、防止施設の整備を進めていく。 

費用対効果(B/C) 2.31 総費用 81 総便益 187 基準年 Ｈ30 

費用対効果分析の手法   

「急傾斜地崩壊対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」（平成 11 年 8 月）による。

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 12 戸に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し、災害発生の危険性が高い。 
 

 

事業概要図 

 
 

 

 

 

大久保安井谷地区 



様式２ 

平成 31年度  新規事業箇所調書 

                                          （ 砂防課）    

事業名 急傾斜地崩壊対策事業 

河川･路線･施設名等 長仙ヶ谷 所在市町 静岡市 

事業費         80 百万円 事業期間 Ｈ31  ～ Ｈ33 

事業概要、目的 

 長仙ヶ谷地区は、静岡市葵区の東部に位置し、保全対象として人家２５戸と沼上保育

園を含む急傾斜地である。 

 集中豪雨等により斜面崩壊が発生した場合には、住民等の生命または身体に危害が生

じるおそれがあるため、平成３１年度より事業着手し、防止施設の整備を進めていく。 

費用対効果(B/C) 13.8 総費用 76 総便益 1049 基準年 Ｈ30 

費用対効果分析の手法   

「急傾斜地崩壊対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」（平成 11 年 8 月）による。

評価指標、項目 

＜災害発生時の影響＞ 人家 25 戸、沼上保育園に被害を及ぼす恐れがある。 

＜災害発生の危険度＞ 保全対象と斜面形状、崩壊の危険性の調査結果により、斜面の

荒廃が進行し、災害発生の危険性が高い。 
 

 

事業概要図 

 
 

 

 

 


